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GERO CITY assembly

◆
市　

長

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
広
く
周
知
し
、
理
解
い
た

だ
い
た
う
え
で
使
用
す
る
こ
と
が
効
果

的
と
考
え
て
い
ま
す
。
県
の
実
施
動
向

を
見
な
が
ら
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
普

及
推
進
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

上
京
し
た
折
に
Ｊ
Ｒ
東
海
本
部
を
訪
問

し
、
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
き

た
い
と
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

住
民
健
診
で
緑
内
障
の
早
期
発
見
を

　

視
覚
障
害
の
原
因
疾
患
の
第
１
位
が

緑
内
障
で
す
。
40
歳
以
上
の
日
本
人
の

20
人
に
１
人
が
緑
内
障
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
住
民
健
診
で
緑
内
障
の
検
診

を
実
施
す
る
よ
う
に
。

◆
健
康
福
祉
部
長

　

緑
内
障
は
、
予
防
で
き
る
生
活
習
慣

病
と
し
て
の
扱
い
で
は
な
い
た
め
、
現

在
の
健
診
で
は
、
受
診
者
全
員
を
対
象

と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で

す
。
国
保
特
定
健
診
の
50
歳
、
55
歳
、

60
歳
、
65
歳
の
、
節
目
年
齢
で
実
施
し

て
い
る
眼
底
検
査
で
み
つ
か
る
こ
と
が

あ
る
の
で
受
診
く
だ
さ
い
。

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
公
共
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て

　

多
発
す
る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
自
動

車
事
故
の
背
景
の
１
つ
に
、「
地
域
公

共
交
通
の
充
足
」
す
な
わ
ち
「
高
齢
者

の
足
」
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
が
あ
る

と
思
う
。
今
年
度
大
幅
な
見
直
し
を
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

手
法
で
地
域
住
民
の
要
望
に
応
え
て
い

く
の
か
。

◆
生
活
部
長

　

下
呂
市
地
域
公
共
交
通
会
議
を
中
心

と
し
て
、
地
元
交
通
事
業
者
を
は
じ
め

各
種
団
体
と
連
携
し
、
新
た
な
下
呂
市

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
医
療
、
福
祉
、

買
い
物
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々

の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
下
呂

市
内
の
各
地
域
の
状
況
を
調
査
・
把
握

し
、
ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
た
路
線
・
ダ
イ

ヤ
の
見
直
し
を
す
す
め
て
行
き
ま
す
。

下
呂
市
内
全
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

た
公
共
交
通
網
の
策
定
を
目
指
す
も
の

で
す
。

教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
早
急
に

　

子
供
た
ち
が
よ
り
良
い
環
境
で
学
べ

る
よ
う
、
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

る
自
治
体
が
岐
阜
県
内
で
も
６
割
を
超

え
ま
し
た
。
教
育
環
境
の
整
備
は
市
町

村
の
責
務
で
す
。
優
先
度
の
高
い
中
学

校
か
ら
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
。

◆
教
育
部
長　

　

現
段
階
で
は
、
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
度
、
夏
場
の
普
通
教
室
内
の
最
高

気
温
を
継
続
的
に
観
測
し
て
実
態
調
査

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
導
入
と
、
下
呂
駅
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を

　

見
た
目
で
は
障
が
い
が
あ
る
と
分

か
り
づ
ら
い
人
が
、
周
囲
か
ら
手
助
け

を
得
ら
れ
や
す
い
よ
う
に
す
る
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
が
、
今
年
７
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
登

録
さ
れ
全
国
的
な
広
が
り
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
本
格
的

な
導
入
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

車
椅
子
の
人
や
足
の
不
自
由
な
人
に

と
っ
て
、
駅
ホ
ー
ム
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

す
ら
な
い
の
で
は
、
お
も
て
な
し
の
観

光
地
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
下
呂
駅
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
。

濃
飛
横
断
自
動
車
道
、
実
現
に
向
け
た

市
長
の
姿
勢
を
問
う

　

市
長
は
公
式
の
場
で
「
濃
飛
横
断
自

動
車
」
の
必
要
性
を
発
言
さ
れ
て
い
る

が
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。
商
工
会
、

観
光
協
会
な
ど
の
団
体
か
ら
も
要
望
が

あ
り
、
今
こ
そ
議
会
、
官
民
一
体
と
な
っ

た
力
の
結
集
と
、
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
が
欠
か
せ
な
い
と
思
う
が
。
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

◆
市　

長

　

下
呂
市
を
東
西
に
貫
く
「
濃
飛
横
断

自
動
車
道
」
は
、
南
北
の
基
軸
で
あ
る

国
道
41
号
と
併
せ
て
、
今
後
の
下
呂
市

の
発
展
を
図
る
う
え
で
特
に
重
要
な
社

会
基
盤
で
す
。
高
速
道
路
の
空
白
地
帯

で
あ
る
下
呂
市
に
と
っ
て
、
市
民
生
活

や
産
業
経
済
活
動
を
行
う
上
で
、
高
速

道
路
網
へ
の
ア
ク
セ
ス
整
備
は
必
要
不

可
欠
で
す
。
こ
の
た
め
沿
線
の
三
市
一

村
で
組
織
す
る
「
濃
飛
横
断
自
動
車

道
事
業
促
進
期
成
同
盟
会
」
が
中
心
に

な
っ
て
、
積
極
的
な
要
望
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。
議
会
の
皆
さ
ま
や
、
関
係

す
る
経
済
団
体
の
皆
さ
ま
と
の
連
携
を

よ
り
一
層
強
化
し
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
、
一
刻
も
早
い
事
業
の
完
成
に
向
け

吾 郷 孝 枝 議 員
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◆
市　

長　
　
　

　

平
成
33
年
度
末
の
完
成
を
目
途
に
、

「
安
心
で
安
全
」
な
施
設
の
建
設
を
目

指
し
、
地
域
の
方
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
ご
質
問

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
つ
い
て
は
、
法
に

基
づ
い
た
検
査
を
し
っ
か
り
行
い
、
基

準
以
内
の
数
値
を
ク
リ
ア
し
、「
安
心
で

安
全
」
な
施
設
運
営
を
行
っ
て
行
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
苦
渋
の
選
択

で
引
き
受
け
て
頂
い
た
こ
と
を
、
市
民

の
皆
様
方
に
も
ご
理
解
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
環
境
部
理
事
兼
環
境
施
設
対
策
監

　

現
在
四
美
地
内
で
埋
立
て
し
て
い
る

焼
却
灰
の
、
平
成
28
年
度
に
お
け
る
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
の
検
査
数
値
は
、
国
が

示
す
基
準
値
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
過
去
10
年
間
基
準
値
を
超

え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
終
処
分

場
か
ら
の
放
流
水
に
つ
い
て
も
、
基
準

値
を
は
る
か
に
下
回
っ
て
お
り
、
こ
ち

ら
も
過
去
10
年
間
基
準
値
を
超
え
た
こ

と
は
な
く
、
施
設
管
理
面
で
ま
っ
た
く

問
題
な
く
安
全
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

く
だ
さ
い
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
対
策

に
つ
い
て
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
最
終
処
分
場
も
法
の
定
め
に
あ

る
検
査
を
実
施
し
、
そ
の
検
査
結
果
を

公
表
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様
方

に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
し
っ
か

り
と
し
た
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

お
い
て
自
己
資
本
比
率
が
50
％
を
超

え
て
い
れ
ば
健
全
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
単
年
の
赤
字
を
解
消
で

き
れ
ば
、
健
全
な
状
況
で
あ
る
と
見
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
早
期
に
経
営
状
態

を
健
全
化
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
組

合
員
の
信
頼
を
回
復
す
る
こ
と
が
最

も
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

日
本
酒
で
の
「
乾
杯
条
例
」
の
制
定
を

　

日
本
の
文
化
の
再
認
識
と
地
域
振
興

の
た
め
。

◆
観
光
商
工
部
長

　

乾
杯
条
例
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
嗜

好
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
自
治
体
が

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

賛
否
両
論
あ
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま

す
。
既
に
制
定
さ
れ
て
い
る
自
治
体
の

状
況
や
効
果
を
参
考
に
し
て
、
関
係
す

る
事
業
者
の
方
々
の
ご
意
見
も
伺
い

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

小
坂
町
旧
湯
屋
小
学
校
校
舎
に
つ
い
て

　

旧
湯
屋
小
学
校
を
今
後
、
市
と
し
て

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。
解
体
か
保

存
か
。

◆
小
坂
振
興
事
務
所
長

　

市
は
、
地
域
と
し
て
ど
う
し
て
い
く

の
か
に
つ
い
て
、
意
見
聴
取
し
て
い
き

ま
す
。

旧
県
立
下
呂
温
泉
病
院
跡
地
の
今
後
に

つ
い
て

　

旧
県
立
下
呂
温
泉
病
院
の
跡
地
を
今

後
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。
今
後
の

跡
地
の
活
用
計
画
と
時
期
に
つ
い
て
説

明
を
求
め
る
。

◆
市
長
公
室
長

　

現
在
の
計
画
で
は
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

整
備
と
二
次
交
通
発
着
所
、
駐
車
場
整

備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
計
画
は
あ
く
ま
で
も
案
で
あ
り
、「
下

呂
市
地
域
再
生
計
画
事
業
構
想
・
基
本

設
計
業
務
委
託
」
の
中
で
、
関
係
団
体

な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
構
想
を
作
っ
て

い
き
ま
す
。
時
期
に
つ
い
て
は
、
何
と

か
本
年
９
月
末
ま
で
に
構
想
を
策
定

し
、
平
成
30
年
度
に
実
施
設
計
、
平
成

31
年
度
・
32
年
度
の
２
カ
年
で
工
事
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
呂
市
最
終
処
分
場
建
設
に
つ
い
て 

　

下
呂
市
の
最
終
処
分
場
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
住
民
の
方
か
ら
健
康
面
に

お
い
て
心
配
さ
れ
る
と
い
う
意
見
を
聞

く
。
健
康
被
害
に
大
き
な
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
問
題
に
つ
い

て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

猟
友
会
が
求
め
る
有
害
鳥
獣
丸
ご
と
処

理
施
設
整
備
進
捗
状
況 

　

新
処
理
方
式
、
環
境
基
準
デ
ー
タ
な

ど
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
長

　

昨
年
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
と
い
う
新
し
い
処

理
方
法
を
猟
友
会
の
皆
様
に
も
ご
視

察
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
方

式
は
、
熱
分
解
に
よ
る
有
機
物
処
理
と

い
う
新
し
い
技
術
で
、
環
境
に
も
優
し

く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
比
較
的
安

価
で
あ
る
と
い
う
施
設
で
す
。
１
カ
月

以
内
に
は
、
排
出
さ
れ
る
物
質
に
つ
い

て
の
検
査
結
果
を
提
出
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

南
ひ
だ
森
林
組
合
、
小
坂
町
森
林
組
合

合
併
ま
で
の
課
題
と
条
件 

　

小
坂
町
森
林
組
合
の
経
営
改
善
は
、

予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
る
の
か
。

◆
農
林
部
長

　

平
成
28
年
は
、
予
定
を
上
回
る
経
営

改
善
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
単
年

の
損
益
計
算
に
お
い
て
は
、
赤
字
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
が
、
貸
借
対
照
表
に

お
い
て
は
、
自
己
資
本
比
率
が
78
・
８
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
程
度
の
会
社
に

一 木 良 一 議 員
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